KMS ライセンス認証の実装、構成、および展開の手順


KMS ライセンス認証を使用するために、システムを展開、実装、および構成するには、次の作業を完了します。
· KMS クライアントをインストールする#BKMKLabSetup_Anchor1
· KMS クライアントを構成する
· MAK ライセンス認証を使用するクライアントを KMS ライセンス認証を使用するように変換する #BKMKLabSetup_Anchor1s
· KMS クライアントを展開する#BKMKLabSetup_Anchor1s
· KMS コンピュータをインストールする#BKMKLabSetup_Anchor1
· KMS コンピュータを構成する
· KMS コンピュータを展開する
· KMS クライアントを手動でライセンス認証する#BKMKLabSetup_Anchor1
· ボリューム ライセンス構成のプロパティを表示する
· ライセンス サポート情報を表示する
	KMS ライセンス認証のために KMS クライアントをインストールするには

	1. ボリューム ライセンスされた必要なメディアを選択して、インストールします。セットアップ中は、プロダクト キーは必要ありません。DNS 自動検出を使用する場合、他に必要な設定はありません (ゼロ構成)。ドメインに参加しているコンピュータの場合、KMS の DNS 自動検出では、コンピュータのプライマリ DNS サフィックスまたは Active Directory DNS ドメインに対応する DNS ゾーンに、KMS に対する SRV リソース レコードが含まれていることが必要になります。ワークグループ コンピュータの場合、KMS の DNS 自動検出では、コンピュータのプライマリ DNS サフィックスまたは DHCP (RFC 2132 によりオプション 15) により割り当てられた DNS ドメイン名に対応する DNS ゾーンに、KMS に対する SRV リソース レコードが含まれていることが必要になります。



#BKMKLabSetup_Anchor1s
	MAK ライセンス認証を使用するクライアントを KMS ライセンス認証を使用するように変換するには

	2. コンピュータがネットワークに接続され、KMS コンピュータにアクセスできることを確認します。
3. コマンド プロンプトを起動します (管理者として実行していない場合はシステム特権を使用します)。
4. このスクリプトを実行して、表に記載されたエディションに対するセットアップ キーをインストールします (MAK は自動的に削除されます)。セットアップ キーは、sources\pid.txt にもあります。
cscript \windows\system32\slmgr.vbs –ipk <セットアップ キー>

エディション
KMS ライセンス認証 : セットアップ キー
Vista Business

YVT36-YVCP2-J97GQ-7T22R-RWV8P
Vista Enterprise

MF9PG-RQK7R-26BPJ-TWFYK-RHXCM
Server Enterprise

7KYMQ-R788Q-4RF69-KTWKM-92PFJ
Itanium Edition

CWV9H-PHGPW-V93WV-QBQV9-8V336
5. このスクリプトを実行して、ライセンス認証を行います。結果コードと共に、成功または失敗の報告が行われます。
cscript \windows\system32\slmgr.vbs –ato
注意 : Windows のライセンス認証は、最初のインストールの後、30 日 (RC1 Windows Vista Business およびWindows Longhorn Server Enterprise の場合は 14 日) 以内に、コンピュータを再起動する前に行うことが重要です。ライセンス認証を行わずに、猶予期間の最終日に達すると、コンピュータは機能制限モードに切り替わります。 


	KMS ライセンス認証のために KMS クライアントを構成するには

	6. KMS コンピュータによる直接登録を使用する KMS クライアントに対してのみ、構成が必要です。直接登録は、DNS 自動検出よりも優先されます。構成は、リモートで実行するようにスクリプト化することができ、グループ ポリシーまたはログオン スクリプトを使用できます。ただし、以下の前提条件が必要です。
· コンピュータで、必要なサービスが有効になっている。
· KMS 通信に使用されるポートが、ファイアウォールまたはルーターでブロックされていない。
· アクセス許可が正しく設定されている (WMI またはレジストリで実装されたすべてのメソッドは、標準ユーザーのライセンス認証が有効になっていない限り、管理者特権が必要です)。
7. KMS クライアントで、kms03.site5.contoso.com のような、KMS コンピュータの完全修飾ドメイン名 (FQDN) を登録します。オプションとして、KMS との通信に使用する TCP ポートを登録します (既定値を使用しない場合)。
cscript \windows\system32\slmgr.vbs -skms <KMS_FQDN>[:<ポート>]
オプションとして、FQDN の代わりに、IP または NetBIOS ID (コンピュータ名) を使用できます。
cscript \windows\system32\slmgr.vbs -skms <IPv4 アドレス><:ポート>
cscript \windows\system32\slmgr.vbs -skms <IPv6 アドレス><:ポート>
cscript \windows\system32\slmgr.vbs -skms <コンピュータ名><:ポート>
8. 特定の KMS を使用するように登録されたクライアントの自動検出を再度有効にするには、次に示す組み込みのスクリプトを実行します。
cscript \windows\system32\slmgr.vbs –ckms


	KMS ライセンス認証のために KMS クライアントを展開するには

	9. マスタ イメージをシャットダウンする直前に、sysprep /generalize を実行することが重要です。これにより、ライセンス認証タイマ、セキュリティ ID、およびその他のパラメータがリセットされます。イメージが、最初の起動時に、すぐにライセンス認証を要求しないようにするために、ライセンス認証タイマをリセットすることが重要です。
注意 : Sysprep を実行しても、インストールされたプロダクト キーは削除されません。このため、ミニセットアップ中に新しいキーを求めるプロンプトは表示されません。
10. Vista または Longhorn と互換性のあるイメージング技術を使用します。 

11. ディスク複製または WDS などの標準的な方法を使用して展開します。


	KMS ライセンス認証のために KMS コンピュータをインストールするには

	12. ボリューム ライセンスされた必要なメディアを選択して、インストールします。セットアップ中は、プロダクト キーは必要ありません。
13. システム特権を使用して、起動、ログオン、およびコマンド プロンプトの起動を行います。
14. ボリューム ライセンス キー (VLK) をインストールします。このために、Windows インターフェイスを使用しないでください。次のスクリプトを実行します。
cscript C:\windows\system32\slmgr.vbs -ipk <ボリューム ライセンス キー>
15. オンライン ライセンス認証または電話によるライセンス認証を使用して、マイクロソフトにより KMS コンピュータのライセンス認証を行います。
· オンライン ライセンス認証 (コンピュータからインターネットにアクセスできる必要があります)。次のスクリプトを実行します。
cscript C:\windows\system32\slmgr.vbs -ato 
· 電話によるライセンス認証 (インターネットにアクセスできない場合)。次のコマンドを実行して、画面の指示に従います。
slui.exe 4 
16. これで、KMS クライアントは、KMS コンピュータを使用してライセンス認証できるようになります。追加の構成はオプションであり、通常は必要ありません。


	KMS ライセンス認証のために KMS コンピュータを構成するには

	17. すべての KMS 構成はオプションであり、ローカル環境で必要な場合にのみ使用されます。すべての構成オプションで、システム特権を使用したコマンド プロンプトを起動して、組み込みのスクリプトを実行することが必要になります。 

18. これらの変更を有効にするには、KMS サービス (またはコンピュータ) を再起動する必要があります。KMS サービスを再起動するには、サービス スナップインを使用するか、システム特権を使用したコマンド プロンプトでこれらのコマンドを実行します (プロンプトが表示された場合は「Y」と回答します)。
net stop slsvc && net start slsvc
19. オプションとして、次のスクリプトを実行することにより、KMS が使用する TCP 通信ポートを構成します。
cscript C:\windows\system32\slmgr.vbs -sprt <ポート>
直接登録を使用するクライアントは、適宜構成する必要があります。自動検出を使用するクライアントは、KMS コンピュータを選択するときに、ポートを自動的に受信して構成します。これをすぐに有効にする場合は、slsvc.exe サービスを再度開始するか、再起動してください。 
20. オプションとして、次のスクリプトで、自動 DNS 発行を無効にします。
cscript C:\windows\system32\slmgr.vbs -cdns 
次のスクリプトで、自動 DNS 発行を再度有効にします。
cscript C:\windows\system32\slmgr.vbs -sdns
21. オプションとして、次のスクリプトで、スケジューラの優先順位を低くして処理するように、KMS を設定します。
cscript C:\windows\system32\slmgr.vbs -cpri 
次のスクリプトで、通常の優先順位に戻します。
cscript C:\windows\system32\xlmgr.vbs -spri
22. オプションとして、ライセンス認証が行われていない場合にクライアントが使用する、ライセンス認証間隔を設定します (既定値は 120 分です)。次のスクリプトを実行します。
cscript C:\windows\system32\slmgr.vbs -sai <ライセンス認証間隔>
23. オプションとして、ライセンス認証の期限を定期的に延長する場合にクライアントが使用する、更新間隔を設定します (分単位、既定値は 7 日)。次のスクリプトを実行します。
cscript C:\windows\system32\slmgr.vbs -sri <更新間隔>



KMS ライセンス認証のために KMS クライアントを手動でライセンス認証する
KMS ライセンス認証を使用するコンピュータのライセンス認証を行うには、次の手順に従います。KMS クライアントは、事前設定された間隔で自動的にライセンス認証を行おうとしますが、一部のクライアント (モバイル クライアントなど) は配布する前に、ライセンス認証されていることを確認する必要があることに注意してください。 

· Windows インターフェイスを使用する#BKMK_Anchor1
· スクリプトを使用する
	Windows インターフェイスを使用して手動で KMS クライアントのライセンス認証を行うには

	24. ウェルカム センター、コントロール パネルなどから、[システムのプロパティ] を表示します。アクセス許可を求めるプロンプトが表示された場合は、[許可] をクリックします。 

25. [Click here to activate Windows now] を押します。これで、ライセンス認証ウィザードが起動されます。アクセス許可を求めるプロンプトが表示された場合は、[許可] をクリックします。コンピュータがネットワークおよび KMS にアクセスできる場合は、Windows により、ライセンス認証に成功したことが報告されます。これで完了です。
26. ライセンス認証ができなかった場合は、ウィザードにより、失敗したことが報告されます。ライセンス認証を行うには、25 台のコンピュータが存在することが必要です。25 台のコンピュータが用意されるまで、ライセンス認証は失敗し、エラー コード 0xC004F038 が表示されます。


	スクリプトを使用して手動で KMS クライアントのライセンス認証を行うには

	27. コマンド プロンプトを起動します (管理者として実行していない場合はシステム特権を使用します)。 

28. このスクリプトを実行して、ライセンス認証を行います。結果コードと共に、成功または失敗の報告が行われます。
cscript \windows\system32\slmgr.vbs –ato
29. ライセンス認証ができなかった場合は、ウィザードにより、失敗したことが報告されます。ライセンス認証を行うには、25 台のコンピュータが存在することが必要です。25 台のコンピュータが用意されるまで、ライセンス認証は失敗し、エラー コード 0xC004F038 が表示されます。


KMS ライセンス認証のためにボリューム ライセンス構成のプロパティを表示する
スクリプトを使用して、ボリューム ライセンスされたコンピュータに関する情報を表示することができます。これは、ライセンスの状態および残りの有効期間や猶予期間を含む現在のライセンスに関する一般的な情報と共に、KMS クライアントまたは KMS コンピュータに関する情報を提供します。 

	ボリューム ライセンス構成のプロパティを表示するには

	30. コマンド プロンプトを起動します (ここでは管理者特権は必要ありません)。 

31. 次のスクリプトを実行します。
cscript \windows\system32\slmgr.vbs -dli
32. 表示される情報は、次のとおりです。
· 一般的な情報 (例)
名前 : Windows(TM) Vista, Enterprise エディション
説明 : Windows オペレーティング システム  -  Vista, ENVIRONMENT チャネル
部分プロダクト キー : RHXCM
ライセンスの状態 : ライセンス済み
ボリューム ライセンス認証の有効期限 : 43162 分 (29 日)
評価最終日 : 8/29/2007 4:59:59 PM
· KMS クライアントに関する情報 (例)
キー マネージメント サービス クライアント情報
クライアント コンピュータ ID (CMID) : 45d450a8-2bef-4f04-9271-6104516a1b60

DNS 自動検出 : DNS から KMS 名を取得できません
KMS コンピュータ拡張 PID :  11111-00140-008-805425-03-1033-5384.0000-1752006

ライセンス認証間隔 : 120 分
更新間隔 :  10080 minute(s)
· KMS コンピュータに関する情報 (例)
このコンピュータではキー マネージメント サービスが有効です
現在の数 :  7

リッスンするポート :  1688

DNS 発行 : 有効
KMS の優先順位 : 通常



KMS ライセンス認証のためにライセンス サポート情報を表示する
これには、slmgr.vbs -dli と同じ情報が表示されますが、サポート目的に使用できる詳細情報が追加されています。
	ライセンス サポート情報を表示するには

	1. コマンド プロンプトを起動します (ここでは管理者特権は必要ありません)。 

2. 次のスクリプトを実行します。
cscript \windows\system32\slmgr.vbs -dlv
3. -dli により表示される情報に加えて、これには、サポート目的に使用できる次の情報が含まれます (例を表示)。
ソフトウェア ライセンス サービス バージョン :  6.0.5384.4
ライセンス認証 ID : 14478aca-ea15-4958-ac34-359281101c99
アプリケーション ID : 55c92734-d682-4d71-983e-d6ec3f16059f
拡張 PID :  11111-00140-009-000002-03-1033-5384.0000-1942006
インストール ID :  000963843315259493598506854253663081409973656140419231
4. インストールされたすべてのライセンスに関する情報を表示するには、次のスクリプトを実行します。
cscript \windows\system32\slmgr.vbs -dlv all

使用できるライセンスは 1 つだけです。つまり、部分プロダクト キーを持つライセンスだけです。   


